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【
日
本
医
師
会
赤
ひ
げ
大
賞
受
賞
講
演
】 

「
第
６
回
日
本
医
師
会
赤
ひ
げ
大
賞
を
受
賞
し
て 

 
 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る 

『
円
城
安
心
ネ
ッ
ト
』
の
取
り
組
み
」 

塚
本
内
科
医
院 

院
長 

塚
本
眞
言 

 
 

        

人
生
一
〇
〇
年
時
代
を
迎
え
〝
治
し
、
そ
し
て
生

活
を
支
え
る
医
療
・
介
護
連
携
〟
、
日
ご
ろ
か
ら
の

健
康
管
理
、
予
防
が
大
変
重
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
私
は
一
九
八
九
年
か
ら
在
宅
医
療
が

地
域
で
円
滑
に
推
進
さ
れ
る
た
め
に
は
、
地
域
を
病

棟
と
と
ら
え
、
医
療
や
介
護
の
連
携
す
る
体
制
構
築

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
行
動
し
て
き
ま
し
た
。 

今
回
の
受
賞
で
評
価
し
て
頂
け
た
の
は
、
以
下
の

三
点
が
中
心
と
考
え
て
い
ま
す
。 

①
地
域
医
療
、
在
宅
医
療
に
取
り
組
む
中
で
過
疎
化

が
進
み
、
限
界
集
落
の
点
在
す
る
中
山
間
地
に
お
い

て
は
交
通
手
段
の
確
保
が
重
要
と
考
え
、
公
共
交
通

機
関
の
乏
し
い
地
域
の
た
め
二
〇
〇
五
年
よ
り
、
県

下
の
医
療
機
関
と
し
て
は
初
め
て
、
地
域
住
民
、
と

り
わ
け
高
齢
者
の
足
を
確
保
す
る
た
め
、
介
護
タ
ク

シ
ー
事
業
を
行
っ
て
き
た
こ
と
。 

②
「
死
は
特
別
な
も
の
で
は
な
く
、
日
常
生
活
の
線

上
に
あ
る
」
と
い
う
基
本
理
念
の
も
と
、
自
宅
で
の

生
活
は
困
難
だ
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
最
期
ま
で
暮

ら
し
た
い
高
齢
者
の
希
望
を
叶
え
る
た
め
、
自
宅
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
併
設
し
た
小
規
模
多
機
能
施
設

で
も
十
年
以
上
看
取
り
を
行
っ
て
き
た
こ
と
。 

③
自
治
会
長
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、
小
学
校
校

長
な
ど
「
多
職
種
」
で
組
織
し
た
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
組
織
「
円
城
安
心
ネ
ッ
ト
」
を
二
〇
一
三
年
に
立

ち
上
げ
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
住
み
慣
れ
た
地
域

で
、
最
後
ま
で
自
立
し
た
生
活
が
で
き
る
環
境
に
な

る
よ
う
、
高
齢
者
、
障
害
者
、
子
供
を
含
め
た
地
域

住
民
に
対
し
て
安
全
、
安
心
を
確
保
す
る
た
め
、
認

知
症
対
策
、
介
護
予
防
を
は
じ
め
、
健
康
や
福
祉
、

生
活
等
に
関
す
る
自
助
、
互
助
、
共
助
の
活
動
を
地

域
ぐ
る
み
で
積
極
的
に
行
っ
て
き
た
こ
と
。 

今
後
は
、
今
ま
で
以
上
に
多
職
種
間
で
の
顔
の
見

え
る
連
携
を
図
り
、
ま
た
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ん
と

共
に
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
歯
車
の
一
つ

と
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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【
記
念
講
演
】 

「
二
〇
一
八
年
診
療
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
が 

 
 
 

推
進
す
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」 

岡
山
県
医
師
会 

理
事 

江
澤
和
彦 

         

二
〇
一
八
年
診
療
・
介
護
報
酬
同
時
改
定
の
諮
問

答
申
も
な
さ
れ
、
四
月
一
日
も
い
よ
い
よ
目
前
に
迫

っ
て
い
る
。
今
回
の
同
時
改
定
は
、
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
最
重
点
項
目
に
位
置
付
け
、
二

〇
二
五
年
の
フ
ァ
ー
ス
ト
ゴ
ー
ル
に
向
け
た
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
の
過
渡
期
に
あ
り
、
大
き
く
仕
組
み
を
変
え

て
、
提
供
す
べ
き
機
能
と
役
割
を
明
確
化
し
、
今
後

の
方
向
性
を
色
濃
く
提
示
し
て
い
る
。
実
務
的
に
は
、

医
療
と
介
護
の
重
な
り
合
う
共
通
項
の
整
理
と
両
端

に
位
置
す
る
エ
ッ
ジ
の
部
分
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
繋
ぐ

細
か
い
事
項
の
積
み
重
ね
が
丁
寧
に
な
さ
れ
、
同
一

項
目
に
つ
い
て
、
診
療
報
酬
・
介
護
報
酬
の
両
方
で

表
裏
一
体
的
に
評
価
さ
れ
て
お
り
、
医
療
介
護
連
携

改
定
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
。 

今
後
、
さ
ら
に
医
療
も
介
護
も
個
々
の
事
例
に
応

じ
た
資
源
投
入
量
に
よ
っ
て
評
価
が
な
さ
れ
て
い
く
。

専
門
職
が
一
定
の
割
合
で
配
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を

評
価
す
る
体
制
構
築
の
加
算
は
縮
小
し
、
重
症
度
や

状
態
像
に
対
し
て
提
供
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
プ
ロ
セ
ス

評
価
や
導
入
可
能
な
ア
ウ
ト
カ
ム
評
価
の
視
点
は
高

ま
る
方
向
に
あ
る
。
デ
ー
タ
に
基
づ
い
た
政
策
は
歓

迎
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て
正
面

か
ら
挑
戦
し
て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

我
が
国
は
、
か
つ
て
経
験
の
な
い
人
口
減
少
・
超

高
齢
化
社
会
に
直
面
し
て
お
り
、
今
ま
で
の
こ
と
は

一
度
リ
セ
ッ
ト
し
て
白
紙
に
戻
し
、
新
た
に
ゼ
ロ
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
意
識
改
革
も
必
要
と
な
る
。
今
一

度
「
良
く
す
る
こ
と
」
「
悪
く
し
な
い
こ
と
」
の
原
点

に
立
ち
返
り
、
自
立
支
援
に
資
す
る
サ
ー
ビ
ス
提
供

を
如
何
に
構
築
出
来
る
か
が
鍵
を
握
る
。 

 

【
プ
ラ
ク
テ
ィ
カ
ル
・
エ
デ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
】 

「
通
所
で
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
栄
養
を
考
え
る 

～
ご
利
用
者
様
の
た
め
に
私
た
ち
が 

出
来
る
こ
と
～
」 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
よ
つ
ば
よ
し
は
ま 

施
設
長 

葛
原
崇
之 

         

私
が
所
属
し
て
い
る
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
よ

つ
ば
よ
し
は
ま
は
、
定
員
八
十
五
名
の
大
規
模
事
業

所
で
す
。 

今
回
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
栄
養
と
い
う
テ
ー
マ
の

中
、
本
事
業
所
が
工
夫
し
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
を
い
く

つ
か
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。 

ま
ず
食
事
で
す
が
、
厨
房
専
属
職
員
に
よ
る
出
来

立
て
の
美
味
し
い
料
理
を
提
供
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
料
理
の
質
だ
け
で
な
く
、
食
欲
が
増
す
秘
訣
と
し

て
「
非
日
常
の
特
別
な
体
験
」
を
演
出
す
る
と
い
う

こ
と
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
出
掛
け

青
空
の
下
で
食
べ
る
食
事
が
普
段
よ
り
美
味
し
い
と

感
じ
る
、
そ
う
い
っ
た
特
別
な
体
験
を
感
じ
る
要
素

を
イ
ベ
ン
ト
の
中
で
取
り
入
れ
、
美
味
し
い
食
事
を

よ
り
美
味
し
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
工
夫
し
て
い
ま

す
。 運

動
面
で
は
、
「
継
続
し
て
運
動
し
た
く
な
る
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
」
を
意
識
し
て
い
ま
す
。
立
派
な
リ
ハ

ビ
リ
機
器
を
導
入
し
、
そ
の
効
果
を
説
明
し
た
と
し

て
も
運
動
が
継
続
で
き
る
の
は
、
よ
ほ
ど
意
識
の
高

い
方
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
試
行
錯
誤
を
繰

り
返
し
、
よ
つ
ば
ス
タ
ン
プ
カ
ー
ド
と
い
う
物
を
導

入
し
て
か
ら
リ
ハ
ビ
リ
機
器
の
稼
働
が
大
き
く
伸
び

ま
し
た
。
運
動
す
る
度
に
ス
タ
ン
プ
を
押
し
て
、
集

め
た
ス
タ
ン
プ
を
使
っ
て
次
の
楽
し
み
が
生
ま
れ

る
、
そ
う
い
っ
た
楽
し
み
の
た
め
に
運
動
を
す
る
と

い
う
流
れ
が
、
結
果
リ
ハ
ビ
リ
の
継
続
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。 

ま
た
本
事
業
所
で
の
取
り
組
み
に
加
え
、
サ
ー
ビ

ス
担
当
者
会
議
や
、
個
別
ケ
ア
会
議
な
ど
多
職
種
と

関
わ
る
機
会
を
活
用
し
て
、
栄
養
士
、
薬
剤
師
な
ど

専
門
職
の
方
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
、

よ
り
専
門
的
な
支
援
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま

す
。 
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リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
栄
養
に
お
い
て
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
の
提
供
、
リ
ハ
ビ
リ
機
器
の
導

入
も
も
ち
ろ
ん
大
切
で
す
が
、
そ
の
意
欲
を
高
め
る

た
め
の
工
夫
や
は
た
ら
き
か
け
が
最
も
重
要
と
考
え

て
い
ま
す
。 

私
は
人
と
関
わ
る
仕
事
に
お
い
て
完
璧
な
サ
ー
ビ

ス
と
い
う
も
の
は
存
在
し
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
も
多
職
種
で
連
携
を
と
り
な
が
ら
、
さ
ら
に
充

実
し
た
支
援
の
継
続
が
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

 

【
青
山
英
康
先
生
追
悼
講
演
】 

「
地
域
共
生
社
会
の
地
域
づ
く
り
の
実
現
に
向
け
て 

―
生
活
の
場
で
の
医
療
改
革
か
ら
国
際
的
視
野
に 

立
っ
た
医
療
・
介
護
・
福
祉
へ
の
思
い
」 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
役
員 

青
木
佳
之 

現
在
、
国
は
地
域
包
括
ケ
ア
の
仕
組
み
づ
く
り
か

ら
地
域
共
生
社
会
の
地
域
づ
く
り
に
大
き
く
舵
を
切

っ
て
い
る
。
そ
ん
な
中
、
青
山
先
生
は
当
初
か
ら
生

活
な
ど
医
療
改
革
で
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
と
福
祉

の
連
携
に
思
い
を
は
せ
て
お
ら
れ
た
。 

 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
の
考
え
が
入
っ
て

き
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま
で
の
大
病
院
の
専
門
医
療
か

ら
地
域
の
生
活
の
場
で
行
わ
れ
る
医
療
に
も
重
点
が

お
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。「
い
の
ち
」
を
守
る
こ
と

と
、
「
く
ら
し
」
を
支
え
る
こ
と
は
そ
の
両
輪
と
言
え

よ
う
。
そ
の
医
療
制
度
改
革
と
同
時
に
「
く
ら
し
」

を
支
え
る
介
護
保
険
制
度
の
創
設
に
も
先
生
は
大
き

く
関
わ
っ
て
お
ら
れ
た
。 

 

青
山
先
生
の
活
動
はW

O
N

CA

や
ジ
ョ
ン
ズ
・
ホ

プ
キ
ン
ス
大
学
で
の
国
際
的
な
取
り
組
み
か
ら
、
日

本
で
は
国
、
県
、
市
町
村
レ
ベ
ル
で
地
域
づ
く
り
の

た
め
に
活
躍
さ
れ
、
何
よ
り
大
学
で
は
教
授
と
し
て
、

人
づ
く
り
や
も
の
の
考
え
方
、
人
間
改
革
を
含
め
た

多
く
の
人
材
養
成
を
さ
れ
た
。
後
に
、
ジ
ョ
ン
ズ
・

ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
の
学
士
会
の
日
本
人
初
の
終
身
会

員
と
な
ら
れ
た
。 

 

昭
和
五
十
三
年
に
発
足
し
た
「
日
本
プ
ラ
イ
マ

リ
・
ケ
ア
学
会
」
に
お
い
て
も
、
「
社
保
制
度
研
究
委

員
会
」
等
、
各
種
の
委
員
及
び
委
員
長
を
務
め
ら
れ
、

平
成
七
～
十
年
は
副
会
長
と
な
ら
れ
た
。 

 

青
山
先
生
は
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
活
動
に
特
に
尽
力
さ

れ
、
岡
山
大
学
で
最
初
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
部
を
つ
く

ら
れ
た
。
そ
の
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
の
思
想
は
、
現
在
イ

ギ
リ
ス
で
法
律
化
さ
れ
た
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ー

ビ
ス
及
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
の
考
え
の
中
に
反

映
さ
れ
て
い
る
。
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
大
き
な
役

割
は
、
日
本
の
医
療
提
供
体
制
の
構
造
改
革
で
あ
り
、

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ヘ
ル
ス
・
ケ
ア
の
概
念
は
、
多
様
化

し
た
社
会
的
背
景
か
ら
く
る
矛
盾
に
よ
り
、
必
要
と

さ
れ
た
生
活
に
身
近
な
医
療
体
制
で
あ
る
。 

 

現
在
、
各
地
域
で
進
め
ら
れ
て
い
る
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
構
築
の
枠
組
み
の
中
で
は
、
介
護
保
険

制
度
と
並
ん
で
医
療
も
含
ま
れ
て
お
り
、
今
後
は
地

域
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
障
害
者
や
子
ど
も
等

含
め
て
福
祉
の
分
野
ま
で
も
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
概
念
が
発
展
す
る
だ
ろ
う
。 

 

青
山
先
生
は
、
深
刻
な
社
会
的
問
題
に
も
尽
力
さ

れ
、
在
宅
医
療
、
緩
和
ケ
ア
、
看
取
り
の
医
療
の
普

及
に
も
取
り
組
ま
れ
た
。
ま
た
、
大
学
で
は
地
域
包

括
ケ
ア
体
制
構
築
の
た
め
の
人
材
育
成
に
力
を
そ
そ

ぎ
、W

H
O

、
全
国
の
大
学
、
厚
生
労
働
省
、
自
治

体
の
衛
生
部
門
、
保
健
所
等
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の

多
く
の
現
場
に
人
材
を
送
り
出
し
て
い
る
。 

 

先
生
と
こ
の
世
で 

強
い
因
・
縁
を
結
ぶ 

こ
と
が
で
き
た
こ
と 

を
深
く
感
謝
す
る
と 

共
に
、
み
な
さ
ん
と 

安
ら
か
な
世
界
へ
の 

祈
り
心
を
さ
さ
げ
た 

い
。 

    

◆
追
悼
講
演
の
前
に
、
座
長
で
あ
る
宮
原
伸
二
先
生
の

声
掛
け
に
よ
り
、
平
成
二
十
九
年
八
月
六
日
に
亡
く
な

ら
れ
た
青
山
先
生
を
偲
ん
で
、
黙
祷
い
た
し
ま
し
た
。 

 

【
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
の
あ
ゆ
み
】 

「H
i
s
t
o
r
y
 
o
f
 
P
r
i
m
a
r
y
 
C
a
r
e
 
i
n
 
O
K
A
Y
A
M
A
 

 

―
岡
山
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
と
共
に
歩
む
歴
史
―
」 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
顧
問 

福
岡
英
明 

日
本
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
創
世
記
に
も
触
れ
、

時
代
の
変
化
に
伴
い
真
摯
な
対
応
を
し
て
き
た
岡
山

の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
の
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
る
。

私
も
こ
の
流
れ
の
中
で
歴
史
を
重
ね
て
き
た
。
こ
れ

ら
を
踏
ま
え
て
、
将
来
の
岡
山
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
を
少
し
考
察
し
た
い
。 

 

昭
和
三
十
八
年 

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会

の
母
体
と
な
る
「
実
地
医
家
の
た
め
の
会
」
が
創
設

さ
れ
、
代
表
は
永
井
友
二
郎
先
生
が
務
め
ら
れ
た
。 
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昭
和
五
十
三
年 

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会

が
発
足
し
た
。 

昭
和
五
十
九
年 

第
七
回
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ

ア
学
会
が
岡
山
で
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
岡
山
大

学
の
青
山
英
康
教
授
と
川
崎
医
科
大
学
の
平
野
寛
教

授
に
岡
山
の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
を
牽
引
し
て
い
た

だ
い
た
。 

 

昭
和
五
十
九
年 

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会

岡
山
支
部
が
青
山
衛
生
学
教
室
で
発
足
し
た
。
こ
こ

か
ら
多
職
種
の
連
携
が
始
ま
っ
た
。 

 

平
成
元
年 

岡
山
市
医
師
会
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

研
究
会
が
発
足
し
た
。 

 

平
成
四
年 

日
医
村
瀬
会
長
が
か
か
り
つ
け
医
の

推
進
を
あ
げ
、
厚
生
省
は
医
療
の
第
三
の
場
と
し
て

居
宅
を
位
置
づ
け
、
平
成
二
十
年
に
居
宅
か
ら
在
宅

へ
範
囲
を
広
げ
た
。 

ま
た
、
寝
た
き
り
老
人
在
宅
総
合
診
療
料
（
現
在

の
在
宅
時
医
学
管
理
料
）
が
創
設
さ
れ
た
。 

平
成
六
年 

訪
問
看
護
が
、
老
人
訪
問
看
護
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
位
置
づ

け
ら
れ
た
。 

 

平
成
九
年 

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
岡
山

支
部
会
の
事
務
局
を
岡
山
県
医
師
会
へ
移
し
、
第
四

回
学
術
大
会
を
開
催
し
た
。 

平
成
十
二
年 

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ
れ
た
。 

平
成
二
十
年 

第
三
十
一
回
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
学
会
学
術
会
議
を
岡
山
で
開
催
し
た
。 

平
成
二
十
一
年 

日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会

は
、
日
本
家
庭
医
療
学
会
、
日
本
総
合
診
療
医
学
会

と
合
併
し
日
本
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
連
合
学
会
と
改

称
し
た
。
岡
山
支
部
は
、
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア

学
会
に
改
称
し
た
。 

 

平
成
二
十
五
年 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
、
よ
り
良
い
医
療
提
供
体
制
を
実
現
す
る
た
め

の
政
策
理
念
と
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
は
当
初
よ
り
、
多

職
種
連
携
を
基
本
に
地
域
医
療
か
ら
地
域
ケ
ア
そ
し

て
地
域
包
括
ケ
ア
へ 

の
道
筋
を
確
実
に
歩 

ん
で
き
た
。
今
後
、 

若
い
会
員
は
地
域
で 

小
規
模
な
が
ら
正
し 

い
実
践
を
重
ね
て
欲 

し
い
。
そ
れ
が
未
来 

の
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ 

ア
の
モ
デ
ル
に
成
長 

し
て
い
く
。 

  
研
修
会
報
告
① 

実
践
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
地
域
包
括
ケ
ア
を
精
神
障
が
い
者
の
地
域
生
活
に

拡
げ
る
に
あ
た
っ
て
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア 

医
療
機
関
は
何
が
で
き
る
か
」 

平
成
三
十
年
一
月
二
十
日
（
土
）
開
催  

「
精
神
障
害
者
に
も
対
応
し
た 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
巡
る
動
向
」 

岡
山
市
保
健
所 
松
岡
宏
明 

「
我
が
事
―
丸
ご
と
」
と
い
う
標
語
と
と
も
に
語
ら

れ
る
地
域
共
生
社
会
推
進
と
精
神
障
害
者
、
特
に
長

期
入
院
患
者
の
地
域
移
行
・
定
着
促
進
の
二
つ
が
動

い
て
い
る
。
い
ず
れ
も
現
状
で
は
、
プ
ラ
イ
マ
リ
・

ケ
ア
（
Ｐ
Ｃ
）
と
の
直
接
的
な
関
連
は
乏
し
い
。
前

者
は
諸
課
題
を
地
域
と
い
う
場
で
住
民
と
と
も
に
解

決
し
て
い
け
る
仕
組
み
作
り
で
あ
り
、
Ｐ
Ｃ
と
の
親

和
性
が
高
い
。 

 

「
精
神
障
が
い
者
の
が
ん
検
診
を
は
じ
め
と
し
た 

保
健
サ
ー
ビ
ス
利
用
状
況
」 

岡
山
大
学
精
神
神
経
病
態
学
教
室 

藤
原
雅
樹 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
        

精
神
障
害
者
の
有
病
率
は
高
く
、
か
つ
他
疾
患
で 

の
死
亡
率
は
、
一
般
人
口
に
比
す
リ
ス
ク
比
が
自
殺

の
十
六
倍
を
筆
頭
に
、
が
ん
、
循
環
器
疾
患
、
呼
吸

器
疾
患
何
れ
に
お
い
て
も
高
い
。
そ
の
原
因
と
し
て
、

社
会
的
不
利
や
、
健
康
習
慣
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

医
療
サ
ー
ビ
ス
ア
ク
セ
ス
へ
の
不
利
が
影
響
し
て
い

る
。
が
ん
検
診
受
診
率
を
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー

通
院
中
患
者
に
つ
い
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
五
が
ん

検
診
で
三
分
の
一
～
五
分
の
一
に
留
ま
っ
た
。
受
診

率
を
高
め
る
た
め
に
は
、
単
に
制
度
の
紹
介
を
始
め

と
し
た
情
報
提
供
の
み
で
は
不
十
分
で
、
具
体
的
な

受
診
医
療
機
関
の
紹
介
、
予
約
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管

理
な
ど
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
介
入
が
必
要
で
あ
ろ
う
。 
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「
精
神
症
状
・
精
神
疾
患
を
有
す
る
方
の 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
と
精
神
科
連
携
」 

岡
山
県
精
神
科
医
療
セ
ン
タ
ー 

來
住
由
樹 

         

身
体
診
療
科
と
精
神
科
と
の
連
携
困
難
の
一
因
は
、

顔
の
見
え
る
関
係
性
が
自
然
発
生
的
に
は
起
こ
り
に

く
い
こ
と
で
あ
り
、
当
県
の
特
徴
の
単
科
精
神
科
お

よ
び
精
神
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
精
神
医
療
を
担
っ
て
い

る
現
状
が
影
響
し
て
い
る
。
精
神
・
身
体
疾
患
合
併

救
急
患
者
の
一
般
救
急
外
来
で
の
診
療
支
援
事
業
で

は
、
救
急
車
の
現
場
滞
在
時
間
の
短
縮
と
い
う
効
果

が
あ
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
身
体
診
療
科
と
精
神
科
と

の
日
常
的
な
連
携
も
進
展
し
た
。
Ｐ
Ｃ
と
精
神
科
医

と
の
連
携
回
路
に
は
、
う
つ
や
神
経
症
と
い
っ
た
頻

度
の
高
い
疾
患
の
一
般
診
療
所
で
の
管
理
と
並
ん
で
、

禁
煙
や
ア
ル
コ
ー
ル
、
処
方
薬
依
存
と
い
っ
た
内
科

診
療
と
密
接
に
係
る
病
態
に
つ
い
て
の
精
神
科
的
ア

プ
ロ
ー
チ
と
い
う
も
の
も
あ
ろ
う
。
後
者
に
つ
い
て

は
動
機
づ
け
面
接
や
、
認
知
行
動
療
法
に
当
院
で
は

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
そ
う
し
た
技
法

の
Ｐ
Ｃ
へ
の
移
植
と
い
う
回
路
も
顔
の
見
え
る
関
係

づ
く
り
の
契
機
と
な
ろ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
文
責 

役
員 

松
岡
宏
明
） 

 

研
修
会
報
告
② 

Ａ
Ｃ
Ｐ
研
修
会 

「
事
前
説
明
及
び
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
普
及
に
向
け
て
の 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
」 

平
成
三
十
年
二
月
十
日
（
土
）
開
催 

岡
山
県
保
健
福
祉
部
医
療
推
進
課 

課
長 

則
安 

俊
昭 

Ａ
Ｃ
Ｐ
（Advance Care Planning

）
と
は
、

「
今
後
の
（
人
生
の
最
終
段
階
で
の
）
治
療
・
療
養

に
つ
い
て
患
者
・
家
族
と
医
療
従
事
者
が
あ
ら
か
じ

め
話
し
合
う
自
発
的
な
プ
ロ
セ
ス
」
の
こ
と
で
、
先

般
見
直
し
が
行
わ
れ
た
厚
生
労
働
省
の
「
人
生
の
最

終
段
階
に
お
け
る
医
療
の
決
定
プ
ロ
セ
ス
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
も
、
新
た
に
こ
の
考
え
方
が
盛

り
込
ま
れ
ま
し
た
。 

一
方
、
平
成
二
十
九
年
度
末
に
実
施
さ
れ
た
国
の

調
査
で
は
、
Ａ
Ｃ
Ｐ
の
認
知
度
は
一
般
国
民
で
四
％
、 

医
師
・
看
護
師
で
さ
え
約
二
〇
％
と
ま
だ
低
く
、
実

際
に
Ａ
Ｃ
Ｐ
を
実
践
し
て
い
る
施
設
は
、
病
院
で 

二
十
三
％
、
診
療
所
で
十
一
％
に
留
ま
る
こ
と
が
明

ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
国
民
は
、
人

生
の
最
終
段
階
に
お
け
る
医
療
・
療
養
に
つ
い
て 

〝
考
え
た
〟
こ
と
が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
家
族
や

医
療
関
係
者
と
の
話
し
合
い
を
行
っ
た
こ
と
は
な
く
、

そ
の
理
由
を
「
話
し
合
う
き
っ
か
け
が
な
か
っ
た
か

ら
」
と
し
て
い
ま
す
。 

で
は
、
ど
う
す
れ
ば
話
し
合
い
を
始
め
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
し
ょ
う
。
先
ほ
ど
の
調
査
に
よ
る
と
、

多
く
の
国
民
は
「
自
分
の
病
気
」
や
「
家
族
等
の
病

気
や
死
」
が
話
し
合
い
の
き
っ
か
け
に
な
る
と
考
え 

て
お
り
、
そ
の
際
に
は
医
療
機
関
や
介
護
施
設
か
ら 

幅
広
い
情
報
を
得
た
い
と
希
望
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

最
期
の
こ
と
を
考
え
る
と
き
に
は
「
自
分
ら
し
く
い 

ら
れ
る
こ
と
」
「
体
や
心
の
苦
痛
な
く
過
ご
せ
る
こ
と
」

と
併
せ
て
、
「
家
族
等
の
負
担
に
な
ら
な
い
こ
と
」

「
経
済
的
な
負
担
に
な
ら
な
い
こ
と
」
も
重
要
と
考 

え
る
傾
向
が
見
ら
れ
ま
す
。 

近
年
で
は
、
行
政
や
医
療
関
係
者
な
ど
が
話
し
合

い
を
進
め
る
た
め
の
ツ
ー
ル
作
り
に
取
り
組
む
動
き

が
見
ら
れ
、
岡
山
県
内
で
も
「
岡
山
市
版
Ａ
Ｃ
Ｐ
の 

す
す
め 

も
し
も
の
た
め
に
」
や
「
奈
義
町
で
私
ら

し
ゅ
う
生
き
る
ノ
ー
ト
」
な
ど
、
多
様
な
ツ
ー
ル
が

作
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
岡
山
県
で
は
、
平
成
二
十
九

年
度
か
ら
「
幸
福
な
長
寿
社
会
実
現
事
業
」
を
ス
タ 

ー
ト
さ
せ
、
テ
レ
ビ
番
組
「
最
期
ま
で
自
分
ら
し
く

～
伝
え
よ
う
、
あ
な
た
の
思
い
」
を
放
送
し
た
り
、 
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県
内
の
商
業
施
設
で
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
た
り
し
て
、 

「
死
を
語
る
こ
と
を
タ
ブ
ー
視
し
な
い
文
化
」
の
醸

成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
番
組
の

内
容
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
し
て
、
「
振
り
返
り
用
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
」
と
併
せ
て
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

                

◆
お
願
い 

 

平
成
三
十
年
度
の
会
費
の
ご
請
求
の
時
期
が
近
づ
い

て
参
り
ま
し
た
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

ま
た
、
学
会
に
対
し
て
ご
意
見
、
ご
感
想
な
ど
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
お
聞
か
せ
下
さ
い
。 

    

◆
義
援
金
の
ご
報
告 

プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
講
座
に
て
、
皆
様
か
ら
い
た

だ
き
ま
し
た
義
援
金
の
結
果
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

 

東
日
本
大
震
災 

 
 

義
援
金
募
金 

五
，
七
五
〇
円 

平
成
二
十
九
年
七
月
か
ら
の
大
雨
災
害 

（
九
州
北
部
地
方
）
義
援
金
募
金 

五
，
八
七
〇
円 

 

こ
れ
ら
を
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日
に
社
会

福
祉
法
人 

岡
山
県
共
同
募
金
会
へ
お
渡
し
い
た
し

ま
し
た
。 

皆
様
の
ご
協
力
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

被
災
地
の
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

 
 

  
◆
入
会
の
ご
案
内 

★
申
込
書
は
、
Ｈ
Ｐ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。 

h
ttp

://
www

.p-
car

e-
oka

yam
a.c

om/ 

 

編
集
後
記 

 

 

第
二
十
五
回
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
記
念

学
術
大
会
は
、
岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・
ケ
ア
学
会
の
礎
を

築
か
れ
た
青
山
英
康
先
生
の
追
悼
講
演
が
あ
り
、
今
ま

で
の
歴
史
に
思
い
を
は
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
県
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
様
々
な
取
り
組
み

も
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
次
の
世
代
に
つ

な
が
る
活
動
が
、
今
後
も
ま
す
ま
す
拡
が
る
こ
と
を
期

待
し
て
い
ま
す
。 

   

 
 
 
 
 
 
 

編
集
委
員 

 

佐
藤 

涼
介 

 
 

 
 

 
 

菅
﨑 

仁
美 

丸
田 

康
代 

藤
井 

真
理
子 

  

 

 

 
 

編
集
・発
行 

 

岡
山
プ
ラ
イ
マ
リ
・ケ
ア
学
会 

事
務
局 
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